
令和５年度 第１回外国人指導研究部研修会 

  令和５年５月３１日（水） 
会場：浜松市立南の星小学校体育館  

 
研究主題 

 

１ 顧問校長挨拶 

 

２ 部長挨拶 

 

３ 実践発表 

 ○テーマ 

「外国につながる児童生徒と外国人指導担当者の困り感を解消するために」 

 ・学校生活での「やさしい日本語」  

外国につながる児童生徒を多く抱える学校では、日々のコミュニケーションや電話対

応、お手紙やさくら連絡網など、生活の中のあらゆる場面で「やさしい日本語」を活用し

ている。 

夢をもって 多文化共生社会で生きる力を育む指導 

  ～日本人児童生徒との温かな関わりを基盤にした在籍学級での学びを通して～ 



例 

より良い 

多文化共生社会へ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「やさしい日本語」で伝えるあゆみ（所見） 

R５年度より、外国人児童生徒の通知表は、原則「やさしい日本語」や「ルビふりに

よる日本語文」で作成されるようになる。※スズキ校務はルビへの対応はできません。 

<参考文献> 

『学校版「やさしい日本語活用のための手引き」～保護者への学校からの便り・成績表 

～』 2021 年 浜松市教育委員会  

→ミライム 共通キャビネット 「１５教育支援課（共通）」「150512 やさしい日本語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・「やさしい日本語 まとめ」 

① 浜松市の現状（多国籍化）に対応できる。 

② 日本語話者なら、対応できる。 

③ 通訳・翻訳と連携して、適材適所の対応ができる。 

④ 児童・生徒、保護者が学校教育に前向きになる。 

例 



４ 部会別情報交換会（感想） 

○中学校区の先生方と情報交換することで、「やさしい日本語」について知ることができた。 

○校内だと、一人で判断し実行することが多いので、多くの先生方と共に研修することがで

きてよかった。 

○同じ学区の先生方との情報交換により、中学校へ進学した生徒の様子や今後の進路につい

て知ることができた。 

５ 閉会の挨拶  


